
骨粗しょう症の治療

　骨粗しょう症の治療には食事
療法、運動療法、薬物療法など
があります。食事では、カルシウ
ム、ビタミンD、ビタミンKを含む
食品（乳製品、小魚、大豆類、緑
黄色野菜など）が推奨されます。骨の形成には適度な骨へ
の負荷が必要なため運動療法を行います。運動は散歩や
軽い筋力訓練等で十分ですが、継続することが重要です。
　薬物療法では、骨代謝改善薬としてビタミンD3製剤、骨
吸収抑制薬として選択的エストロゲン受容体モジュレー
ター、ビスホスホネート薬、抗ランクル抗体薬、骨形成促進
薬として副甲状腺ホルモン薬、抗スクレロスチン抗体など
があります（表）。最新の骨粗しょう症の治療ガイドライン

（2025年版）では、それぞれの薬剤について細かく評価され
ており、状況や病態に応じた適切な薬剤の選択が行われる
ための指針が記されています。
　2000年以降、ビスホスホネート薬をはじめとする骨粗しょ
う症の新たな治療薬が次々と開発され使用されるようになり
ましたが、このような新しい骨粗しょう症治療薬はいつまで
続けなければならないのでしょうか？これに対する明確な答
えはないのですが、現時点では、これらの薬物は3～5年間
程度の期間継続し、骨密度が改善していれば薬物療法を
中止し、その後、定期的に骨密度を測定し減少した場合は
治療を再開することが提唱されています。
　また、骨粗しょう症は女性ホルモンとの関連で女性に多
い疾患と思われがちですが、超高齢化時代においては男性
においても同様に骨折リスクを増加させる疾患として注意
が必要です。

いつでも「確かな検査」を行うために・・・
　これまで当院で使用してきた撮影装置は、長年にわたり多くの患者さんの診断を支えてきました。しかし、精密な医療
機器には必ず耐用年数があり、経年劣化が生じます。
　365日いつでも安心・安全な検査体制を維持するために、当院は最新の撮影装置への更新を導入いたしました。

診療放射線科 室長　高橋 美樹

X線装置が新しくなりました
～地域の皆さまに、より安心な検査を～

① 装置更新の背景

　ここで一つ、皆さまにご理解頂きたい大切な点があります。
　移動式Ｘ線装置は非常に便利ですが、当院ではその使用を「医師が移動困難と判断した必要最小限の患者さん」に
限定しております。
　これは、放射線防護（技師、周囲への安全）の観点からも、また装置の能力差の点からも、放射線室という管理が行き届
いた専用の部屋で撮影することが最善だと考えているからです。私たちは常に「安全性」を最優先に考えて運用しています。

④ 安全な医療を提供するための「ルール」

　どんな優れた装置であっても、それを扱うのは私たち人間です。放射線技師一同、新しくなった装置の特性を熟知し、
丁寧でよりよい医療の提供を目指します。
　新しくなった装置とともに、私たちはこれからも画像診断を通じて「来てよかった病院」を目標に地域の皆さまの健康と
安心を支えてまいります。

⑤ 放射線室スタッフの想い

　放射線室のX線装置は
当院の日常診療において
最も頻繁に使用されるも
のです。主に以下のような
検査で活躍しています。
・胸部、腹部撮影：肺の
状態や心臓の大きさ、
お腹のガスや結石の有
無などを調べます。内科
的な診断には欠かせな
い基本の検査です。

・整形外科分野の撮影：骨折の有無はもちろん、関節の
変形や骨の密度、脊椎の状態などを精細に描出します。
　新しい装置は、常に安定した条件下での撮影が可能です。

② 日常の診療を支える「放射線室の撮影装置」
　もう一つの新しい
主役が、移動式の撮
影装置です。この装
置の最大の特徴は、
文字通り「装置が患
者さんのもとへ行く」
という点にあります。
　通常、検査は設備
の整った放射線室で
行うのが理想的で
す。しかし、入院中で

寝たきりの方、救急搬送されてきた直後の方など、放
射線室まで移動すること自体が大きな負担になってし
まう場合、この装置で病棟や救急室へと向かい、撮影
を行います。

③ 現場へ駆けつける！「移動式Ｘ線装置」
骨が壊される（骨吸収）のを抑制

ビスホスホネート薬 骨に蓄積して骨を壊す細胞に働き骨吸収を抑制します

抗ランクル抗体薬 骨を壊す細胞に働き骨吸収を抑制します

選択的エストロゲン
受容体モジュレーター 女性ホルモン作用により骨吸収を抑制します

骨が作られる（骨形成）のを促す

副甲状腺ホルモン薬 骨を作る細胞に働き骨の形成を促します

抗スクレロスチン抗体 骨形成の促進と骨吸収の抑制に働きます

骨に必要な栄養素を補う

カルシウム薬 骨に必要なカルシウムを補います

活性型ビタミンD3薬 腸からのカルシウム吸収を助けます

ビタミンK2薬 骨形成の促進と骨吸収の抑制に働きます

新しい医師の
紹介

井上 亜沙美 医師
いのうえ あ  さ  み

4月より長崎病院に赴任いたしました。
呼吸器系疾患を中心に内科全般の治療を担当します。
患者さんに優しい診療を心がけます。
よろしくお願いいたします。
専門領域：呼吸器内科
資格等：内科認定医

■表 骨粗鬆症の治療薬

　当院ではこの度、皆さまの健康を支える「目」ともいえる、放射線科のＸ線装置を一新いたしました。
病院１階放射線室にある「X線撮影装置」と、病棟などへ移動して撮影を行う「移動式Ｘ線装置」です。
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